快 を 感じた 時な どに 起る。 

去年の 夏の 頃で あつたが、 或 時 余 は 客観的に 自己の 

死と いう 事 を 観察した 事が あった。 先ず 第一 に 自分が 

死ぬ ると いうと それ を棺に 入れねば なるまい、 死人 を 

棺に 入れる 所 は 子供の 内から 度々 見て おる がいかに も 

窮屈そう な もので 厭な 感じで ある。 窮屈な というの は 

狭い 棺に 死体 を 入れる 許りでなく、 其 死体が ゆるがぬ 

ように 何 かで つめる のが 厭やな ので ある。 余が 故郷な 

ふくろ 

どに て はこの つめ 物に おが 屑 を 用いる。 半紙の 囊を 

(縦に 二つ 折りに したのと、 横に 二つ 折りに したのと) 

二通りに 斿 えて それにお が 屑 をつ め、 其囊の 上に は 南 



つめ 物に はならない ような 気がする。 尤 棺の幅 を 非 

常に 狭く して 死体 は棺で 動かぬ ようにして 置けば 花で 

つめる というの は 日本のお が 屑な どと 違って ほんの 愛 

嬌に振 撒て 置く のか も 知れん。 そうすれば 其棺は 非常 

に 窮屈な 棺で、 其 窮屈な 所が 矢張り 厭な 感じが する。 

スコットランドの バ ラッドに sweet william-s 

Ghost というの が ある。 この 歌 は、 或 女の 処へ、 其 女 

の 亭主の 幽霊が 出て 来て、 自分 は 遠方で 死 だとい う 事 

を 知らす ので、 其 二人の 問答の 内に、 次の ような 事が 

ある。 

ク Is there any room at your head, Willie? 



〇r any room al: your leet? 

〇r any r〇〇m at ^ollr side, Willie, 

Wherein that I may creep-?" 

が Tnlere-S neie room my he^d, Mar^ret, 

There-S rse room al: my reet, 

There-S nae room my side, M^r ぬ ret. 

My coffin is made so meer 

其 意 は、 女の 方が、 私 はお 前の 所へ 行き度いが、 お 

前の 枕元 か 足元 か、 又は 傍らの 方に、 私が はい こむ 程 

の 隙が あるかと いうて、 問うた 所が、 男の 方 即ち 幽霊 



幾 倍 も 窮屈な 苦しい 感じが する のであろう。 

或 時 世界 各国の 風俗な どの 図 を 集めた 本 を 見て いた 

ら、 其 中に 或 国 (国名 は 忘れた が、 欧羅巴 辺の 大国で 

は 無かった) の 王の 死骸が 棺に 入れて ある 図が あった。 

其棺は 普通よりも 高い 処に 置いて あって、 棺の 頭の 方 

は 足の 方よりも 尚 一層 高く して ある。 其処に は燈 火が 

半ば 明るく 半ば 暗く 照して 居って、 周囲の 装飾 は 美し 

そうに 見える。 王 は棺の 中に 在って、 顔 は 勿論、 腹 か 

ら足迄 白い 着物が 着せて あると ころがよ く 見える。 王 

の 目 は 静かに ふさいで いる。 王 は 今 天国に 上って いる 

夢を見て いるら しい。 此画を 見た 時に 余 は 一種の 物凄 



い 感じ を 起した と 同時に、 神聖なる 高尚なる 感じ を 起 

こした。 王の 有様 は 少しも 苦しそう に 見えぬ。 若し 余 

も 死なねば ならぬならば、 斯うい う 工合に したら 窮屈 

で 無くす むで あろうと 思うた 事が ある。 併し 幾ら 斯ん 

なにして 見た所が 棺の蓋 を 蔽てコ ンコン と 釘 を 打って 

しまったら、 それでお しまいで ある。 棺の 中で 生き か 

え つ て 手足 を 動かそう とした 所で 最早 何の 効力 もない _ 

其処で 棺の 中で 生き かやった 時に 直ぐに 棺 から 這い 出 

られ ると いう 様な 仕組みに したいと いう 考え も 起こる- 

棺の 窮屈な の は 仕方が無 いとした 所で、 其棺を どう 

いう 工合に 葬 むられ たのが 一 番 自分の 意に 適って いる 



上に 土 を 高く して 其 上 を 頻りに 踏み固め ている。 もう 

生き かえ つ て も だめ だ、 いくら 声 を 出しても 聞こえる 

もので はない。 自分が 斯んな 土の 下に 葬 むられ てお る 

と 思う と 窮屈と も 何ともい いようが 無い。 六尺の 深さ 

なら まだし もで あるが、 友達が 親切に も 九 尺で なけれ 

ばなら ぬと いうので、 九 尺に 掘 〔# 「掘」 は 底本で は 

「堀 匕 つて 呉れた の はいい 迷惑 だ。 九 尺の 土の 重さ を 

受けて おる というの は 甚だ 苦しい わけ だから 此 上に 犬 

きな 石塔なん ど を 据えられて は堪 まらぬ。 石塔 は 無し 

にして くれと かねがね 遺言し て 置いた が、 石塔が 無く 

て は 体裁が 悪い なんてい うので 大きな や つか 何 かを据 



厭やな 感じが ある。 其 上に 蒸し焼きなん というの は 料 

理屋の 料理み たようで 甚だ 俗 極まって おる。 火葬なら 

(ママ) 

いっそ 昔の 穏 坊的 火葬が 風流で 気が 利いて いるで あ 

ろう。 と ある 山陰の 杉の 木立が 立って おる ような 陰気 

な 所で 其 木立 を ひかえて 一 つの 焼き場が ある。 焼き場 

と いうても 一 寸 した 石が 立 つてお る 位で 別に 何の 仕掛 

け もない。 唯 薪が 山の ように 積んで ある 上へ 棺を 据え 

ると 穏坊は 四方から 其 薪へ 火 をつ ける。 勿論 夜の 事で 

あるから、 炎々 と 燃え 上った 火の 光りが 真黒な 杉の 半 

面 を 照して 空に は 星が 一 つ 二つ 輝いで おる。 其処に 居 

る 人 は 附添人 二人と 穏坊 がー 人と 許りで ある。 附 添の 



にな つ てし ま つ て は 自分が 無くなる 様な 感じが して 甚 

だ 面白くない。 何も 身体 髪 膚之を 父母に 受く などと 堅 

くるしい 理窟 をい うので はない が、 死で 後 も 体 は 完全 

にして 置きたい ような 気がする。 

土葬 も 火葬 もい かぬ として、 それで は 水葬 はどう か 

と いうと、 マ J の 水と いう や つ は 余り 好きな や つ で 無い- 

第 一 余 は 泳ぎ を 知らぬ ので あるから 水葬に せられた 暁 

に は ガブ ガブ と 水 を 飲み はしない かと 先ず それが 心配 

でなら ぬ。 水 は 飲まぬ とした 所で 体が 海草の 中に ひつ 

かかって いると、 いろいろの 魚が 来て 顔と もい わず 胴 

ともい わず チクチクと つ つき まわ つ て は 心 持が 悪くて 
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